
 

上峰町立上峰中学校 

 令和２年度 道徳教育全体計画 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の指導の重点 

１ 年 ２ 年 ３ 年 

・衝動的になりやすい自分自身の在りよう

に目を向け、自立できるよう、望ましい

生活習慣を身に付ける。 

・他の人の立場を尊重しながら、思いやり

の心をもって接する。  

・自分の所属する集団の在り方を理解し、

自己の役割と責任を自覚するとともに、

協力し合って集団生活の向上に努める。 

・自らを振り返って正すべきところは正し

つつ、絶えず自己を高めようとする。  

・共に語り、悩み、共感し、そして、励ま

し合い高め合うことのできる友情を育て

る。  

・不正を憎み、不正な言動を断固として否

定することにより、差別や偏見のないよ

りよい社会の実現に尽くすよう努める。 

・絶えず理想を求め、目標をもって着実に

努力する。  

・異性に対する理解を深め、信頼と敬愛の

念を育み、共に向上していこうとする。 

・世界の中の日本人としての自覚をもち、

外国の人々や異文化に対する理解と尊

敬の念を重視し、世界の平和と人類の幸

福に貢献するように努める。  

 

 

 

互いの考えを尊重し、伝え合い、人間としての生き方について、共に深く考え合う。  

・日常生活における道徳教育と内容、時期を関連付け、道徳性を育てる。 

・年間指導計画に基づき、生徒の心身の発達や個に応じた適切な指導を行う。  

・生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を見取り、積極的に励ます個人内評価を行う。 

・保護者や地域に授業を公開し、意見を交流するなどして、地域と共に子どもを育てる。  

・ティームティーチングや役割演技、ＩＣＴ機器などの活用、保護者や地域の人材の活用など創意工夫ある指導をする。  

・採択教科用図書：「あすを生きる」（日本文教出版） 

 

各教科 特別活動 総合的な学習の時間 生徒指導 進路指導 

各教科の目標達成に

努める中で、道徳的実践

力の指導に留意する。  

体験的な学習や問題

解決的学習を重視する。 

集団生活を通して集

団の一員としての自覚

を高め、自主的実践的

な活動を通して、人間

としての生き方の自覚

を深める。  

問題を主体的に解決する力、情

報収集や発表、討論する力を身に

付け、定着させていく。  

自分自身を見つめ、互いに認め

合い高め合うとともに、自分なり

の価値観を育めるよう援助する。 

共感的な人間関係

の育成を図るととも

に、生徒一人一人が目

標をもって将来を展

望し、自己実現が図れ

るよう援助する。  

自分の特色や将来

の生き方を考え、自

分にふさわしい進路

を 選 択 する と とも

に、その実現に向け

て努力する。  

 

 

 

 

 
心豊かにたくましく生きる生徒の育成 

～自ら考え適切に判断し行動する中学

校生活を通して～  

本校の教育目標 
 
・国際化、情報化などの社会の変化へ

の対応 

・いじめや不登校、ＳＮＳなどの問題

行動の解消 

・生涯学習の推進 

時代や社会の要請 
 

 ・日本国憲法  

 ・教育基本法  

 ・学校教育法  

 ・学習指導要領など  

教育関係法規 

 
・｢確かな学力｣の向上をめざして、

学習指導の工夫・改善  

・豊かな心を育む学級・学年経営、

生徒理解・生徒指導の充実  

・生徒自身の多様性を尊重する特  

 別支援教育の推進 

・学校組織体制の強化と教職員の

資質向上  

 

学校経営の努力目標  道徳教育の重点目標 

  心豊かに、たくましく生き生きと 

生活できる生徒の育成  

・生命を大切にする。  

 ・自他を認め合う。  

  ・正しい判断の上に立って自主的  

  に行動し、自己の向上に努める。 

道徳教育を効果的に進

め、人間としての生き方

についての自覚を深める

ための、環境づくりに努

める。  

・人間関係の充実  

・校舎、校庭や教室の整

備  

・言語環境の改善  

教育環境の整備 

道徳的実践を促し

たり、育成したりす

る豊かな体験の場の

設定。  

・各授業  

・学級活動  

・部活動  

・様々な行事  

豊かな体験 

生徒が考え、議論することを通し

て、道徳的価値や人間としての生き

方に触れて気づいたり、考えたりし

たことを記録し、整理する。また、

通年の学習活動によって、自ら道徳

性を育み、人間としてよりよく生き

ることに資する。  

・年間35時間の道徳の授業で活用  

｢あすを生きる｣の活用 

家庭や社会との交流を密に

し、協力体制を整える。  

・保護者や地域の人材を授業に

活用  

・地域公開型授業  

・学校、学年、学級だより  

・ＰＴＡ活動  

・学校、家庭、地域連絡会  

・体験活動  

家庭・地域社会などとの連携 

道徳的実践の場 

道徳科の指導方針 

 
生徒の実態  

明るく素直で、友達に対して協力

的である。公共心・公正さを育てる

ことが課題である。  

保護者の願い  

 思いやりのある子。社会のルールを

守る子。 

学校や地域社会などの実態 


